
六
月
一
五
日
公
表

新
規
制
基
準
審
査
会
へ

日
本
原
燃
報
告
書

公
開
質
問

昨
年
の
落
雷
事
故
で
は

高
レ
ベ
ル
廃
液
を
扱
う
分

離
建
屋
の
液
位
計
の
異
常

は
、
復
旧
ま
で
に
四
九
時
間

を
要
し
て
い
る
。
ま
た
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
貯
蔵
す
る
塔

槽
で
も
五
〇
時
間
も
か
か

っ
た
。
こ
れ
で
は
、
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
沸
騰
開
始
ま
で

の
二
四
時
間
、
水
素
爆
発
濃

度
到
達
ま
で
の
三
五
時
間
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「機器内水素爆発（水素濃度８％到達：約

７時間）」「機器内蒸発乾固（沸騰到達時間：

約１５時間）」の記述。

七
月
二
〇
日
行
わ
れ
た
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
落
雷
事
故

に
関
す
る
質
問
書
」
の
う
ち

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
を
報
告
し
ま
す
。

受
け
取
っ
た
回
答
書
に
は
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
電
源
喪
失
な

ど
で
冷
却
や
水
素
掃
気
が
停
止
し
て
も
沸
騰
開
始
ま
で
は
約

二
四
時
間
、
水
素
爆
発
濃
度
到
達
ま
で
約
三
五
時
間
」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
驚
い
た
こ
と
に
は
、
六
月
一
五
日

公
表
の
原
子
力
規
制
委
員
会
再
処
理
等
新
規
制
基
準
審
査
会

合
資
料
に
は
、
日
本
原
燃
提
出
資
料
が
あ
り
、
「
沸
騰
到
達
時

間
約
一
五
時
間
、
水
素
濃
度
８
％
到
達
約
七
時
間
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
私
達
は
、
同
じ
日
本
原
燃
資
料
な
の
に

お
か
し
い
。
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
？
と
追
及
し
ま
し
た
。

原子力規制委員会、第１２４回核燃料施設等

の新規制基準適合性に係わる審査会合

配布資料５(1) ２頁 図（分離建屋）

【原子力規制委員会ホームページ】から

https://www.nsr.go.jp/data/000153661.pdf



に
は
間
に
合
わ
な
い
。

回
答
文

安
全
冷
却
水
系
や
安
全

圧
縮
空
気
系
に
よ
り
高
レ

ベ
ル
廃
液
の
冷
却
と
水
素

掃
気
は
継
続
し
て
い
た
。

◇
市
民
…
六
月
一
五
日
に

日
本
原
燃
か
ら
原
子
力
規

制
委
員
会
新
規
制
基
準
審

査
会
へ
宛
て
た
報
告
書
資

料
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

っ
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
冷
却
や
水
素
掃
気
機

能
を
喪
失
し
た
場
合

「
水

素
が
８
％
濃
度
に
達
す
る
の

は
七
時
間
、
廃
液
の
沸
騰
が

始
ま
る
の
が
一
五
時
間
」

と
回
答
し
て
い
る
。
今
日
受

領
し
た
回
答
文
で
は
「
一
六

時
間
で
対
応
が
出
来
る
」
と

書
い
て
い
る
が
そ
れ
以
前

に
危
険
に
達
す
る
数
字
で

あ
る
。
同
じ
原
燃
資
料
な
の

に
異
な
っ
て
い
る
。

◆
原
燃
広
報
…
そ
の
六
月

一
五
日
公
表
資
料
は
確
認

し
再
回
答
す
る
。

◇
市
民
側
ー
公
表
の
数
値

が
同
じ
社
内
で
共
有
さ
れ

て
い
な
い
の
は
驚
き
だ
。
重

要
情
報
を
知
ら
な
い
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。

せ
ん
断
熔
融
使
用
済
み

核
燃
料
四
二
五
㌧
か
ら

出
来
た
高
レ
ベ
ル
廃
液

公
開
質
問

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
せ
ん

断
熔
融
し
た
使
用
済
み
核
燃

料
か
ら
発
生
し
た
高
レ
ベ
ル

放
射
能
廃
液
の
量
は
何
立
方

㍍
か
？

回
答
文

平
成
二
七
年
三
月
現
在

で
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
約
二

二
三
立
方
㍍
あ
る
。
セ
シ
ウ

ム
１
３
４
と
１
３
７
は
そ
れ

ぞ
れ
約
二
八
〇
〇
兆
ベ
ク

レ
ル
と
約
五
二
京
ベ
ク
レ

ル
で
あ
る
。
再
処
理
施
設

を
管
理
す
る
た
め
に
は
、
定

時
に
水
・
硝
酸
を
加
え
均
質

を
保
つ
。
従
っ
て
四
二
五
㌧

か
ら
発
生
し
た
量
と
同
じ

で
は
な
い
。

市
民
…
四
二
五
㌧
か
ら
ど

れ
だ
け
の
危
険
物
が
出
来

た
か
を
知
り
た
い
。
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
回

答
し
て
ほ
し
い
。

原
燃
…
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は

計
算
値
で
し
か
表
せ
な
い
。

◇
市
民
側
…
四
二
五
ト
ン

の
う
ち
ガ
ラ
ス
固
化
し
た

の
は
何
立
方
㍍
か
？

◆
原
燃
…
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
で
製
造
し
た
ガ
ラ
ス
固

化
体
は
三
四
六
本
で
あ
る
。

含
ま
れ
て
い
る
廃
液
量
、
放

射
能
量
は
運
転
情
報
で
答

え
ら
れ
な
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
最
終
報

告
書

公
開
質
問

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
最
終

報
告
書
」
に
あ
る
ガ
ラ
ス
溶

融
炉
Ａ
系
Ｂ
系
の
合
計
五
〇

本
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
封
じ

込
め
ら
れ
た
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
量
が
知
り
た
い
。

回
答
文

ガ
ラ
ス
固
化
体
に
含
ま
れ

て
い
る
放
射
能
量
に
つ
い
て

は
「
平
均
放
射
能
量
」
と
し

て
管
理
し
て
い
る
の
で
回
答

出
来
な
い
。

市
民
…
「
危
険
な
液
体
状
放

射
能
を
こ
れ
だ
け
封
じ
込
め

た
の
で
安
全
に
近
づ
い
た
」

と
し
て
情
報
公
開
す
る
べ
き

だ
。
英
仏
か
ら
の
返
還
ガ
ラ

ス
固
化
体
に
は
中
の
放
射
能

量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
、
作

業
労
働
者
に
無
用
な
被
ば
く

を
も
た
ら
す
。

固
化
進
展
と
安
全
情
報

公
開
質
問

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
に

脅
威
を
感
じ
て
い
る
。
東
海

工
場
は
一
月
か
ら
ガ
ラ
ス
固

化
を
開
始
し
た
。
六
ヶ
所
工

場
も
急
ぐ
べ
き
だ
。

回
答
文

全
交
流
電
源
供
給
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
機
能
を
回

復
に
要
す
る
時
間
は
一
六
時

間
以
内
で
あ
り
安
全
に
対
応

出
来
る
。

市
民
…
六
月
一
五
日
の

提
出
資
料
と
矛
盾
す
る
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
貯
蔵

ゼ
ロ
と
す
る
自
主
規
制

公
開
質
問

貴
社
は
、
人
々
の
安
全
の

為
に
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
量

を
ゼ
ロ
と
す
る
自
主
規
制
を

行
う
予
定
は
な
い
か
？

回
答
文

新
規
制
基
準
で
は
冷
却
機

能
喪
失
に
よ
る
蒸
発
・
乾
固

に
対
処
す
る
要
求
は
あ
る
が
、

貯
蔵
量
に
関
す
る
要
求
は
な

い
。

◇
市
民
…
現
場
を
知
っ
て

い
る
原
燃
こ
そ
安
全
確
保
の

意
見
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
満
杯
の
危
険
性

公
開
質
問

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
の
容
量
は
三
千
㌧
で
あ

る
が
、
現
在
二
九
六
八
㌧
詰

め
込
ま
れ
（
九
八
・
九
％
）
満

杯
で
あ
る
。
補
修
や
移
送
の

た
め
の
余
裕
が
な
い
。

回
答
文

ガ
ラ
ス
固
化
体
と
直
接

関
係
な
い
の
で
回
答
で
き

な
い

◇
市
民
…
ガ
ラ
ス
固
化
で

事
故
が
起
こ
れ
ば
、
近
接
の

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
も

危
険
に
な
る
。
プ
ー
ル
に
は

余
裕
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
？

◆
原
燃
…
作
業
工
程
の
た

め
の
「
移
送
プ
ー
ル
」
な
ど
は

別
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
現

在
貯
蔵
の
使
用
済
み
核
燃
料

は
長
期
の
物
で
は
搬
入
以
来

一
六
～
一
七
年
で
あ
る
。

事
故
評
価
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
あ
る
か
？

公
開
質
問

貴
社
が
実
施
し
た
再
処
理

工
場
重
大
事
故
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
さ
れ
た
い
。

回
答
文

原
子
力
規
制
庁
内
検
討
チ

ー
ム
で
や
っ
て
い
る
。

◇
市
民
か
ら
・
・
住
民
避
難

計
画
が
五
㌔
圏
内
の
み
で
よ

い
の
か
？
福
島
原
発
事
故
後
、

日
本
原
燃
と
し
て
当
然
行
っ

て
い
る
べ
き
だ
。

◆
原
燃
…
事
業
申
請
書
に

書
か
れ
て
い
る
。

◇
市
民
…
福
島
事
故
以
降

三
〇
㌔
圏
内
の
避
難
計
画
が

義
務
。
再
処
理
工
場
に
つ
い

て
は
福
島
事
故
以
前
の
発
想

レ
ベ
ル
だ
。

ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ
ト
ン

８
５
を
全
量
環
境
放
出

公
開
質
問

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
ト

リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ
ト
ン
、

炭
素
１
４
を
全
量
放
出
す
る

設
計
で
あ
る
。
こ
れ
は
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

回
答
文

再
処
理
工
場
か
ら

放
出
さ
れ
る
一
般
公
衆
の
受

け
る
放
射
線
量
当
量
は
年
間

０
・
０
２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

で
あ
る
。

◇
市
民
…
一
京
八
千
兆
ベ
ク

レ
ル
も
海
に
流
し
て
陸
上
の

住
民
が
受
け
る
放
射
線
被
害

が
そ
の
よ
う
に
小
さ
い
は
ず

が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
数
字

を
用
い
て
計
算
し
た
の
か
不

明
で
あ
る
。
体
内
に
入
っ
た

「
有
機
ト
リ
チ
ウ
ム
」
が
染

色
体
に
与
え
る
害
は
深
刻
で

あ
る
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
！

多
く
の
水
素
爆
発
の

危
険
あ
る
貯
槽

私
た
ち
は
今
ま
で
高
レ

ベ
ル
廃
液
貯
槽
が
破
壊
さ

れ
る
危
険
を
重
視
し
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

高
レ
ベ
ル
以
外
の
放
射
性

溶
（
廃
）
液
を
保
有
す
る
多

数
の
貯
槽
に
お
い
て
も
放

射
線
分
解
水
素
が
発
生
し
、

極
め
て
短
時
間
に
爆
発
濃

度
下
限
値
に
到
達
す
る
も

の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

小
規
模
の
水
素
爆
発
を
き

っ
か
け
に
、
水
素
爆
発
や
溶

剤
火
災
の
連
鎖
が
起
こ
り
、

遂
に
は
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

水
素
爆
発
や
蒸
発
乾
固
し

た
硝
酸
塩
の
大
爆
発
に
よ

り
環
境
へ
大
量
の
放
射
能

放
出
と
な
る
重
大
事
故
へ

と
進
展
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
工
場
の
主
要
工

程
の
殆
ど
で
水
素
爆
発
の

危
険
が
あ
る
こ
と
が
今
回

の
回
答
や
原
燃
の
新
規
制

基
準
審
査
資
料
か
ら
わ
か

り
ま
し
た
。
恐
ろ
し
い
工
場

で
す
。
（
永
）


